
お口の衰えは将来の健康状態低下のリスクを高めます

詳しくは歯科医師、スタッフまでご相談ください保険で検査ができます

まずは今の状態を検査で確認しませんか

出典： 太田 緑ら「地域歯科診療所における口腔機能低下症の割合」
 日本老年歯科医学33(2),79-84,2018-09-30
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【お口の働きが低下している人の割合】
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  自覚症状がなくても

     お口の衰えが
はじまっているかもしれません

約2人に1人は
お口の働きが
低下
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